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能力分析表（書くこと～説明文～）

育 成 す べき能力

相手や目的･必要に即してかかわりのある話題を思いつき､表現の素材とする。

相手の必要としている情報や内容を推測して､表現の素材を題材に限定する。

相手の知識の程度を推測して、素材を題材として限定する。

参考になる文章の構成や情報の提示の仕方を分析して、それを自分の文
章にいかそうとする。

取材の手順や方法が見通せる。

相手に伝えたい情報を考える。

相手が必要としている情報や内容を考える。

身近な生活や学習の中から参考となる情報を収集し、材料を集める。

社会生活や図書･情報機器など広い範囲から情報を収集し、材料を集める。

取材した材料を正しく理解し、必要な材料を選ぶ。

相手の知りたい内容はどんなことかを考えながら整理する。

集めた材料が適切かどうかを吟味し、不十分な材料は新たに集める。

疑問解決の手段や方法を見通し、実際に解決する。

メモを有効に生かして文章にまとめる。

文のはじめとおわりを意識して書く。

文章の簡単な組み立てを考えて書く。

問題提起や結論など、段落相互の関係を考える。

相手にとって理解しやすい段落の順序を推測する。

形式段落をまとめたり作ったりする。

≠⑧
●

目的や相手の必要に応じて詳しさの程度や分量の配分を見きわめ､調節する。

相手の読みやすさや興味に配慮した書き出し・結びを工夫する。

語と語や文と文との続き方に注意して書く。

段落相互・文相互の関係に応じて、的確に接続語を用いて書く。

相手や目的に応じて、簡潔に書いたり詳しく書いたりする。

相手の語句理解の程度を推測し、それに応じて語句を書き替えて書く。

伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように､論理の展開を工夫して書く。

図や表、写真、数字などを効果的に用いる。

書いた文章を読み返す。

適切な用語、正しい表記かどうか調べ、書き改める。

表現や語句の用法､叙述の仕方を確かめて､読みやすく分かりやすい文章にする。

相手や目的に応じて適切に情報が提供された表現か振り返る。

自分や友だちの文章のよいところに気づく。

書いた文章を互いに読み合い、材料の集め方や情報の伝え方などについ
⑨

て自分の表現の参考にする。

書いた文章を互いに読み合い、論理の展開の仕方や材料の活用につい

て、蓄積した表現力を生活にいかそうとする。
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